
成田空港の明日をいっしょに

成田空港の更なる機能強化については、 2019年11月7日に航空法に基づく空港等

変更許可申請をNAAから国土交通大臣に行い、 2020年1月31日に許可を頂いた

ことから、 空港拡張区域において現地調査を開始いたします。整備計画については

本調査ならびに関係者の皆様のご協力を得ながら具体化してまいります。

成田空港の更なる機能強化の
現地調査を開始します

下記ホームページでは成田空港の更なる機能強化の
詳細についてご覧いただけます。

www.narita-kinoukyouka.jp
0570-000-955
（受付時間：平日9:00～17:00［12/29～1/3を除く］）

お問い合わせ

今後実施予定の現地調査
更なる機能強化の整備計画の具体化に向けて、空港敷地拡張区域で以下のような調査を実施してまいります。

埋蔵文化財調査

文化財保護法に基づき、埋蔵文化財調査を実施しま
す。調査はＮＡＡ所有地から順次進めてまいります。
また、調査場所が森林の場合は、木の伐採を行います。

用地取得に向けた現地調査

筆ごとに土地を測量し、立会いによる境界確定を
経て、筆ごとの地積を確定します。また、補償対象
物件の下見調査を行ったうえで、本格調査を行い、
移転補償額等の算定を行います。

環境保全措置

調査の進捗等に併せ、猛禽類の営巣環境の整備や
重要な植物の移植などの対策を進めます。

土質調査及び測量調査

整備計画の具体化に向けて、設計作業の一環として
土質調査、測量調査を行います。

更なる機能強化に係る環境対策（防音工事、移転補償等）についても、
速やかかつ着実に実施するとともに、引き続き環境への負荷軽減に
取り組み、地域住民の皆様の生活環境の保全を図ってまいります。
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NAAは、成田空港の発着回数を現状の約2倍となる50万回まで拡大することができるC 滑走路の新設・B滑走路の延伸等
といった「成田空港の更なる機能強化」について、2019年11月7日に航空法に基づく空港等変更許可申請を国土交通大臣に
行い、今般 2020年1月31日に許可をいただきました。新たに空港敷地となる範囲及び新たな滑走路等（C滑走路の新設、B
滑走路の延伸、誘導路の新設、航空保安施設）は下図のとおりです。

更なる機能強化の概要

事業概要
• 事業目的：成田空港の年間発着容量を50万回に拡大するために以下の

整備を実施する。

• 工事内容：B滑走路延伸（滑走路長2,500m⇒3,500m）
 C滑走路新設（滑走路長3,500m）、
 誘導路新設（7,471ｍ）、
 空港敷地拡張1,099ha拡張（現状1,198ha⇒2,297ha）

• 航空保安無線施設・航空灯火：一式

• 工事完成予定期日：2029年3月31日まで
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